
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終戦８０年 

ウクライナとガザでの対立が続き、軍事対軍事の対立が深まっています。日本は、本

当に独立国なのでしょうか。「日米同盟絶対」で日米、米韓、米豪などの軍事同盟の強

化を進め、日本は、その最前線に立たされています。 

アメリカの方ばかり見ず、世界に目をむけて対抗ではなく対話と協力を進めていくこ

とが大切です。８０年前の様に日本が再び焼け土の原にならないために。 

被爆８０年 被爆者の身をていした長きにわたる核兵器の悲惨な実相を訴えた、核廃

絶への運動が実り、日本被団協がノーベル平和賞受賞。人類と核兵器は共存できませ

ん。唯一の被爆国である日本は「核抑止」の幻想にとらわれないで、まずは、核兵器禁

止条約締約会議へのオブザーバー参加をするべきです。 

その先にある核兵器廃絶にむけ、大きな運動を進めましょう。 

災害は忘れた頃にやってくる 十月桜が一月に咲いています。名前を付けたときは 10

月に咲いていたのではないでしょうか。温暖化の影響でしょうか。昨年の１月１日の能

登半島地震・９月の大洪水。自然保護団体 WWP ジャパンによると「東京は、集中豪雨

や台風の激化により現在の約４倍の洪水が発生しやすくなり、２３区の 3 分の１が水に

浸かるという想定も」（２０２４、１２、３０赤旗） 

生命と生活を守るために、「軍拡よりも防災対策に予算を」の声を大きくしていきま

しょう。               代田５丁目 小澤 清子 

 

<連絡先＞

　小澤 清子　　電話・Ｆａｘ

　 　０３－３４８７－３９８５

   伊東 宏　　　Mail：

 itohiroshi1007@gmail.com

代田・九条の会Ｎｅｗｓ
２０２５／１／１４

第　１９４号

ホームページ　：　http://www.daita-9jo.sakuraweb.com/
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2025 年  新年にあたって 
 

 

梅
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代田１丁目・横川 功 

 

 明けましておめでとうございます 

「戦争の準備でなく、平和の準備

を」に向かって 

少しずつ歩み出そうと思っており

ます 

 本年も宜しくお願いいたします。 

    代田 2 丁目・坂本 功 

代田５丁目・日暮 恵子 

お正月から怖い話 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    2025 年も選挙イヤー 
新年恒例の、今年予想される世界の十大リス

ク（by ユーラシア・グループ）。なんとトッ

プ４を含む７つは、米・トランプ新政権によっ

てもたらされるものでした。とんでもない選択

をやらかした米国民……でもそれを非難し軽蔑

する資格が、私たちにはありません。 

県民がデマを信じて斎藤知事を復活させた兵

庫県知事選は、まさに米大統領選のミニチュア

版。石丸旋風に百数十万票を巻き上げられたあ

げく、ウソ・ごまかしまみれの小池氏の三選を

許した東京都知事選も同類でしょう。 

たしかに有権者の投票はおろかだと言わざる

をえませんが、同時に、現状の「民主主義」の

致命的な欠陥がはっきり見えたという点では、

よいニュースでもあります。 

幸い私たち東京都民には、自らの愚かさを反

省し、かつ民主主義の欠陥の修正を試みる絶好

のチャンスがこの夏にやってきます。今からマ

スコミ情報、SNS 情報を偏りなく収集・吟味

し、参院選・都議選には「賢い」有権者として

臨みたいものです。 

       梅丘 1 丁目・真藤 一彦 

 

 

代田１丁目・荒川 興道 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 私たちが住み、暮らし、働いているまち 代田で、 

｢日本国憲法第９条｣をまもり、活かす活動をすすめましょう ～ 

＋＋＋ このニュースを、ぜひ、周りの人に広めてください。 ＋＋＋ 

寄稿    日本の壁について  

代沢九条の会 松尾 弘 

 今回の衆議院選挙で大きく取り上げられた課題の

一つに、「103 万円の壁」が話題になり、取り上げた

政党が大きく前進しました。 

 私たちの生活のうえでも、ほかにも壁がいくつか

あります。「男女不平等の壁」「正規・非正規雇用

の壁」、話題になっている子どもたちの「不登校の

壁」、さらに前々からある「肌の色の違いの壁」、

「出身国の違いによる壁」、このような壁を一つ一

つ乗り越えていくと、さらに大きな壁に我々は進路

をふさがれます。それが、「日米地位協定の壁」で

す。この大きな壁は、なかなか突き崩せない壁です

が、我々日本人がどうしても取り払わない限り、真

の独立国とはいえないと思います。 

 今年もいろいろな壁を取り払いながらの一年間と

思います。 

これからもみなさまとともに歩んでいきたいと思い

ます。 

きな臭いこと 
 先日、テレビを見ていたら、中谷・防衛相が落下傘降下訓練に自らが参加して得々としてい

る映像が流れた。「離島奪還作戦」の演習とかで、毎年恒例となっているそうだが、今年は海

外から 11 か国が参加した、とされている。こんな演習を長々とテレビが放映するのか、と思

った。また、「同盟国」とか「同志国」とかいう言い方で国を選別しているが、いつの間にこ

んな軍事的なブロックが固定されてきたのだろうか。 

 ロシアのウクライナへの侵攻や、イスラエルによるガザなどでの虐殺行為など、世界では軍

事的な紛争が絶えない。アジアでも、北朝鮮や中国の動向など軍事的な緊張は高まっている。

こんな中で、軍事に頼らず平和和を維持するための外交の努力はどうなっているのだろうか。 

 アメリカのトランプ大統領は、NATO 諸国に対して軍事費の増額を強く求めるそうである。当

然日本に対しても同様な話が出てくると思われる。岸田政権時代に、軍事費の対 GDP 比１％を

超える増額が決定されてきた。ほぼ 5 年間で 43 兆円といわれる総額に対して、来年度予算は

総額では 9 兆円を超えるのではないかといわれている。自衛隊の活動をメディアで流し、国際

的な緊張を際立たせ、軍事費増に対して国民の目をくらまそうとしているように見える。 

 こんなきな臭い話はさっさとおしまいにしなくてはならない。 

 昨年の総選挙で自公与党の過半数割れは実現したが、まだ憲法を守り平和外交を推進する勢

力の力が強まり、政治を動かしていくまでの変革には至っていない。夏の参議院選挙でさらに

この動きをいい方向に進めていけるように今年も活動を続けていこうと思っている。 

                            代田 2 丁目・伊東 宏 

代田・九条の会 新年会 
 

日時：1 月 18 日(土) 13：00 から 

場所：カラオケ“ああ 星菫派“ 

（梅丘１－１６－４） 

会費：3000 円の予定 

ご参加をお待ちしています。 


